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ご入学おめでとうございます。いよいよ高校生活のスタートです。皆さんは矢上高校での

生活に大きな期待を抱いていることと思います。矢上高校の教職員、そして先輩たちも皆さんが入学して来ることを

心待ちにしていました。 

 矢上高校は、努力を結果として表せる高校です。つまり、「頑張った人には頑張っただけのことがある」ということで

す。また、友達のことを大切にする仲間が多いのも特徴ですから、とてもいい環境で高校生活を送ることができます。 

 皆さんは中学校を卒業し、今、同じスタートラインに立っています。何といっても高校生活の中心は「勉強」です。

「勉強は皆さんに平等に与えられたチャンス」です。このチャンスを生かすかどうかは自分次第です。まず高校１年生と

してすべきことは、「高校生活のリズム」に慣れ、授業を集中して受けることです。そのためには、家庭での「学習習慣」

をも不可欠となります。また、矢上高校では、多種多様な資格試験を取得できるというメリットもあります。１年生の

時から積極的に挑戦し取得して、自分の糧にしていきましょう！ 

 そして、勉強はもちろんですが、部活動に入部することをおすすめします。矢上高校は部活動が大変盛んな学校で

す。「文武両道」といいますが、運動系の部活動だけではありません。文化系の部活動に入るもよし、勉強と部活動

の両立は必ずや皆さんのプラスになります。部活動以外でも、生徒会活動や地域での諸活動も活発に行われていま

すので、教室以外でも自分らしくいられる場があると、高校生活をより楽しめますよ。 
 

 

 

 

 1 組（普通科） 2 組（普通科） 3 組（産業技術科） 

担 任 

吉 村 竜 成 

（ 数 学 ） 

萬 燈 智 子 

（ 国 語 ） 

仁 宮 康 介 

（産業技術・農業） 

職員室 職員室 産業技術科 

副担任 

中 井  誠 

（ 英 語 ） 

松 原 圭 佑 

（ 数 学 ） 

藤 田 和 弘 

（保健体育） 

進路指導室 職員室 職員室 

学年付き 
大 畑 直 子（家庭・保健室）     石 金 昭 広（美術・美術準備室） 

伊 東  望（農業・産業技術科） 

学年主任 川 本 直 子（英語・図書室）  

★すべてのスタッフで皆さんのサポートに取り組んでいきます。 



③ みんなちがって、みんないい 

 

 

 

 

①  大輪の花を咲かせよう！ 
ここ邑南町は A 級グルメの町として有名であり、おいしい野菜や農作物を食べられる町です。その野菜を育てるの

に必要なのは、やはりしっかりとした「畑」であり「土」です。そして、日光や水、肥料なども必要ですね。そして、何よりお

いしい野菜を育てようとする人の意志や、地道な日々の管理も欠かせません。 

皆さんは矢上高校という畑にまかれた「一粒の種」です。まずは、「この畑で育っていくんだ！」という気持ちで、一緒

にいい土を作り上げましょう。皆さんは自分が花の種だとしたら、どんな花を咲かせたいですか？大輪の花を咲かせるた

めには、どうしたらいいでしょうか？雨が降っても、風に吹かれても、たとえいったん枯れそうになっても、この畑の中で、

芽を出し、葉を広げ、つぼみをつけるまで、努力し、粘り強く頑張り続けることが大切です。 

保護者の皆様、地域の方々、そして教職員は、皆さんが花を咲かせるまで、一生懸命、愛情いっぱい、励まし、

育てます。矢上高校という畑で、まずは自分の中にある「心の種」をしっかり見つめ、その種から芽を出し、3 年後には

皆さんがそれぞれの、大輪の花を咲かせられることを心から願っています。 

 

②  感謝し、自己を高めよう！ 
 本日、皆さんは、この矢上高校に入学しました。高校に入学できたことは、大げさかもしれませんが、「奇跡」とも言

えます。生まれてから、ここに至るまでには、保護者の皆さんや多くの方々の献身的な努力、そして皆さん自身の頑張

りも必要不可欠でした。ここに今いるのは決して当たり前のことではありません。そのことを考えれば、おのずと感謝の気

持ちがわいてくると思います。その気持ちを大切に、忘れないようにしましょう。 

そして、今日からこの矢上高校で、生活するにあたって、意識してほしいことは、「自己を高める」こと、そのために必

要な行動を選択していくことです。決して他者と自分を比較するのではなく、「自分自身は昨日より成長している

か？」「この行動は自分を高めることになるか？」と常に考えながら、学校生活を送ってみてください。そうしていけば、き

っと皆さん自身、そして周囲の人もハッピーになれると思います。 

 

  

 

少し大きな話になりますが、今日の世界、そして日本は、新型コロナウイルス感染症、環境問題、戦争、過疎化

など多くの問題が山積しています。そのような問題に立ち向かっていくためには、ここ矢上高校で、知識や技術を身に

つけ、それぞれの強みを生かしながら、協働して問題解決を図っていく練習をしていくことが必要となります。 

 皆さんは、一人一人いろいろな面で、それぞれ異なった存在であり、かけがえのない存在です。まずは、自分の良さ

を認めてください。自分を受け入れることができれば、他の人も受け入れることができます。「自分を大切にし、そしてみ

んなを大切する」という意識で諸活動に取り組みましょう。 

そして、校訓にある、「腕に覚えのある、筋金の通った、思いやりのある」人間へと成長していきましょう！ 



日課時間 
 

 8:25～ 8:35 ＳＨＲ(朝礼) 

 8:40～ 9:30 １校時（50分） 

 9:40～10:30 ２校時（50分） 

10:40～11:30 ３校時（50分） 

11:40～12:30 ４校時（50分） 

  昼  食   

13:00～13:15 清掃 

13:20～14:10 ５校時（50分） 

14:20～15:10 ６校時（50分） 

15:20～16:10 ７校時（50分） 

16:10～16:15 ＳＨＲ（終礼） 

(1) 普通科は、月・火・木の３日間は７限授業。 

(2) 産業技術科は全曜日６限授業。 

 ただし、それ以外に、時間外の当番実習があります。  

(3) 時間割の変更を毎日確認して下さい。 

（変更黒板は昇降口周辺にあります。） 

(4) 欠席・遅刻をするときは、必ず保護者の方が電話で 

  8 時 10 分までに学校に連絡して下さい。 

  8 時 15 分からは職員朝礼があり連絡が付かなくなる 

ことがあります。 

矢上高校 0855-95-1105  
 

４月１１日（月）の予定 
 

 １ 組 ２ 組 ３ 組 

１ 限 
オリエンテーション（体育館）※『入学のてびき』、『生徒心得』、体育館シューズ持参 

※教務，生徒指導，進路指導について先生方の話を聞きます 

２ 限 
LHR（ロング・ホーム・ルーム）  反射たすきを準備 

※個人写真撮影・頭髪服装検査・クラス役員決めなどを行います 

３ 限 
学年集会（体育館、校舎案内） 

※学年会の先生方のお話を聞き，校舎内を案内します。  

４ 限 
数学課題テスト 

※提出課題は終礼後、吉村先生（職員室）へ提出 

 昼 食 ・ 休 憩 

５ 限 
 

生徒会入会式 

部活動紹介 

 
６ 限 

 

今後の主な行事（４月当初） 
 

４月 ９日 （土） 入学式・入舎式 

 １１日 （月） オリエンテーション，学年集会，数学課題テスト，生徒会入会式、部活動紹介 

 １２日 （火） 課題テスト、授業開始 

 １５日 （金） スタディーサポート（普通科）、進路マップ（産業技術科） 

 ２６日 （火） 入学時研修 

 

※入学時研修…当初は宿泊研修を予定していましたが、新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、４月２６日（火） 

に三瓶青年の家での日帰り研修に変更します。詳細は後日お知らせします。 

 

※健康調査カード…新型コロナウイルス感染予防のため、毎日朝礼時に記入してもらいます。前夜と当日の体温を計測してき

てください。（１年生は当面、用紙での記入となります） 



矢上高校での決まりごと 
 

１．日々の授業を大切にしよう。 

チャイムとともに授業が開始できるように準備をしよう。 

宿題や提出物などは必ず期日を守って提出しよう。 

定期試験などの試験に向けて努力し、真剣に受けよう。 

 

２．規則正しい生活・家庭学習の習慣を身に着けよう。 

授業に備えて、毎日自宅での予習・復習に取り組む時間を持とう。 

起床時刻・学習開始時刻・就寝時刻を定め、毎日遅刻・欠席をせず、学校に登校しよう。 

 

３．各職員室の入室の仕方をきちんとしよう。 

入室前に身だしなみを整え、荷物は廊下において入り口で学年・クラス・氏名を大きな声で言おう。 

例：「１年１組の△△です。」 

用件のある先生とその用件を大きな声で言おう。 

例：「○○先生に××の用事があってきました。」「□□先生に、提出物を出しに来ました」など 

 

４．学習環境をきれいに整えよう。 

ロッカーの上には物を置かないで、机の中や上を片付けて帰ろう。 

 

５．掃除をしっかり行おう。 

時間までに各場所に移動して、掃除をしよう。 

教室掃除は、机・椅子は持ち上げて、引きずらないようにしよう。 

 

６．気持ちのいいあいさつをしよう。 

号令「起立」「気をつけ」に合わせて、「お願いします」と言おう。  ＊「お願いします」を言ってから礼 

   どこでも、だれに対しても、気持ちのいい挨拶をしよう。 

 

７．携帯電話・スマートフォンの使用はルールを守って。 

校地内では使用禁止。必ず電源を切ろう。ルールを守れなかった場合は生徒指導部で預かるなどの指導を行

う。詳しくは「入学予定者登校日資料」を確認すること。 

 

その他 
 

□ 芸術の教科書販売を後日行います。追って連絡します。 

 


